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【目的】 

硝酸態窒素（以下、栄養塩）はワカメに必須の栄養素である。ワカメ養殖においては、

本養成（巻き込み）から養成管理（間引き）時に 20μg/L、収穫時に 30μg/L 以上の栄養

塩濃度が必要とされている。養殖期間中に栄養塩が不足したり、急激な栄養塩濃度の変化

があると、芽落ちによる生産量の減少や刈り取り後の品質低下を招く恐れがある。 

海洋環境中の栄養塩濃度には季節変動があり、10～１月にかけて栄養塩濃度が上昇し、

２～３月に最も高くなる。その後、４～５月に急速に減少し、６～９月はほぼ定量限界

（約１μg/L）以下で推移する。しかし、水産技術センターの漁業調査指導船岩手丸によ

って実施された令和２年３月の定線海洋観測において、ワカメ養殖漁場に近い定点で急激

な栄養塩濃度の低下が見られた。岩手県北部沿岸では定量限界以下となり、県南部沿岸で

は定量限界以下とはならなかったものの、過去の結果と比較して著しく低い値となった。

この栄養塩濃度の低下によるワカメの品質低下は報告されていないが、効率的で安定した

ワカメ養殖を実現するためには、このような栄養塩変動を事前に把握することが重要であ

る。そこで、本研究では、栄養塩変動を早期に把握するために令和２年３月に発生した急

激な栄養塩枯渇の原因を検討した。 

【方法】 

 水産技術センターでは漁業調査指導船岩手丸による定線海洋観測を実施している。令和

２年は１月を除いて毎月、定線海洋観測を実施した。定線海洋観測では、黒埼、トドヶ

埼、尾埼、椿島の４つの定線を設定している。各定線上の０マイル沖、10 マイル沖、30

マイル沖、50マイル沖において、０m、10m、30m、50m から採水を行った。採水したサン

プルは連続流れ分析装置を用いて栄養塩濃度を測定した。 

【成果の概要】 

 令和２年３月に各定線０マイル地点の０mにおいて過去の結果（平成 25～30 年の平

均）よりも栄養塩濃度が著しく低下した（表１）。栄養塩濃度の急速な低下には、混合層

深度の変化（躍層の形成）と植物プランクトンの増殖（ブルーム）が関係していると考え

られている。また、躍層が形成されることによって海底からの栄養塩供給が減少し、植物

プランクトンの増殖により栄養塩が消費されることで急速に枯渇が進むことも考えられて

いる。０マイル地点で栄養塩濃度が急速に低下した令和２年３月の黒埼 10 マイル地点及

びトドヶ埼 10マイル地点の混合層深度はそれぞれ 154m、243m に達した。このことから、

鉛直方向の栄養塩供給が減少したとは考えられなかった。令和２年３月の栄養塩濃度の水

平分布を令和２年２月のものと比較すると、２月には黒埼定線０マイルから 50 マイルま

での広い範囲に高栄養塩濃度の水が存在したが（図１a）、令和２年３月はトドヶ埼 30 マ

イルから 50 マイル、尾埼 30 マイルから 50マイルの中部沖合に高栄養塩濃度の水が存在

した（図１b）。令和２年３月には沿岸 10マイル以内の栄養塩濃度が急速に低下した。こ

の傾向は県北部ほど強かった。岩手県沿岸の 10マイル以内には津軽暖流が南下してお

り、親潮と比較して栄養塩濃度が低い。また、水産研究・教育機構の発表している海況予

報では、令和２年３月上旬には親潮が極めて北偏するとされており、この時期、親潮と流

域が競合している津軽暖流が強勢であったと推測された。このことから、令和２年２月か

ら３月にかけて、栄養塩濃度の低い津軽暖流が強勢で岩手県沿岸 10 マイル以内に流れ込

み、高栄養塩濃度の水を沖合に押し流し、その結果、10マイル以内の沿岸で急速に栄養

塩濃度が低下したと考えられた。 

【今後の問題点】 

 これまでの調査から、親潮が北偏すると岩手県沿岸の栄養塩濃度が低くなる傾向にある



ことがわかっている。しかし、親潮の北偏とその後の栄養塩変動は完全にリンクしている

わけではなく、混合層深度の変化や津軽暖流内の栄養塩濃度、沿岸親潮の存在など複数の

因子で構成されていると思われる。令和２年３月に発生したような急激な栄養塩濃度の変

化について、今のところは事前に知ることはできない。今後、さらに観測データを蓄積

し、海況変化と栄養塩変動の関係を明らかにしていくことで、栄養塩の変化を予測できる

可能性がある。 

 

単位： 

μg/L 

平成 25～30 年

の平均（３月） 

令和２年３月 

黒埼 98 0 

トドヶ埼 116 0 

尾埼 131 29 

椿島 111 18 

表１ 表面(０m)の栄養塩濃度（定量限界以下を 0とした） 

id="PAGETOP">令和２年度岩手県水産試験研究成果等に係る

要旨の公開について</h3> 

<div style="text-indent:1em;">例年、当センターと岩手県

内水面水産技術センターで共催している岩手県水産試験研究

成果等報告会につきましては、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大の防止を図る観点から各研究成果等の要旨公開とし

ましたので業務の参考にしてください。</div> 

<a href="#20210312news01">(1)令和２年度のサケの回帰状

況（水産技術センター漁業資源部）</a> 

<div style="text-indent:1em;">令和２年度の岩手県のサケ

の回帰尾数は、昨年に続き平成 22～30 年度の８割減の水準

となった。これは、平成 27～29 年級の回帰不振が原因であ

り、放流稚魚の生息適期の短期化、餌不足、南東方向への海

流の強化が主な要因と考えられた。</div> 

<a href="#20210312news02">(2)陸奥湾及び噴火湾起源のホ

タテラーバの輸送に関する粒子追跡実験（水産技術センター

漁業資源部）</a> 

<div style="text-indent:1em;">ホタテラーバの本県沿岸へ

の来遊条件を明らかにするため、仮想粒子群を追跡する数値

実験を行った。来遊には、親潮前線の接近と津軽暖流の南下

が重要であり、黒潮系暖水の強い波及により、県南部海域を

中心に不振になると考えられた。</div> 

<a href="#20210312news03">(3)サバやカツオの加工残滓を

利用した「地域循環型」 機能性食品の開発（水産技術セン

ター利用加工部）</a> 

<div style="text-indent:1em;">サバ・カツオに多く含まれ

る強力な抗酸化性を示す機能性成分「セレノネイン」を含む

健康食品向け中間素材を県内水産加工業者の加工残滓（内

臓・血液）から製造する技術を地元企業とともに開発し、商

品化を推進した。</div> 

<a href="#20210312news04">(4)冬季のウニの摂餌圧分散を

利用した餌料対策について（水産技術センター増養殖部）

</a> 

<div style="text-indent:1em;">「大型海藻を餌料として冬

期に漁場に設置し、それをウニに摂餌させることで天然コン

ブの幼葉に対する摂餌圧を分散して天然コンブの幼葉を守る

図１ 表面(０m)の栄養塩濃度コンター図（単位：μg/L） 

(a)：令和２年２月７～13 日 

(b)：令和２年３月 17日～19日 
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